
 

 

はじめに 

 

 社会福祉法人共伸会が、昭和５９年３月２９日に設立以来３８年、「障害者が地域

社会で自立した生活が営めるようにすることを運営方針として取り組んでまいりまし

た。 

 令和 4 年 4 月 1 日現在、法人が設置運営する事業所は４事業所あり、 登録利用

者は、151 名となっております。令和 3 年度も運営方針の実現のため、職員資質の向

上に努め、福祉法人としての専門性を発揮し、地域福祉の充実に努めてまいりまし

た。 

 今後も、福祉ニーズを的確にとらえ、関係する皆様のご指導を仰ぎ、必要とされる

福祉サービスの提供に努めてまいります。 

 

 

 以下に令和 3 年度の特徴的な事業および出来事を記載します。 

 

1.  コロナ対応については、職員及び利用者の家族が濃厚接触者となる場面が何

回かありましたが、令和 4 年 3 月にピア・タウン利用者 1 名が、コロナ感染し陽性

となりました。幸いにも対応が迅速だったため、感染者は、利用者 1 名で済み、そ

の後無事回復され通常の生活に戻りました。自宅待機等、共伸会のルールに基

づき対応してきましたが、職員と利用者及び世話人とその家族のご協力に感謝

申し上げます。コロナ禍に伴い、自宅待機あるいは自主的に利用を控えるなど利

用者の利用回数が低減することなどから、支援サービス費は、減少しました。この

ことは、共伸会だけではなく、他の施設も同様の状況になっているようです。 

 

2.  令和 3 年度は、役員改選の時期でありました。理事会の理事は、2 名引退し、1

名新任となり、橘山理事長体制に移行しました。評議員会も 6 名改選し、5 名新

任となり大きな節目の年になりました。引き続き組織が滞ることなく進行していけ

るように心がけていきます。 

 

3.  令和 3 年度は、監査の年でもあり、法人指導監査（本部）及び事業所監査（4 事

業所）が行われました。その結果は、理事会にて報告しておりますが、監査結果と

真摯に向きあい、今後とも課題解決に努めてまいります。 

 

4.  施設整備に関しては、共伸園及びピア・タウン一の台の屋根塗装を実施いたし

ました。屋根塗装に関しては、10 年に一度の塗装をこころがけています。また共

伸園の送迎用バスとハイエースについては、老朽化したことよりリース契約として

更新いたしました。 



 

 

本部関係 

 

１ 役員体制 

 

理 事 7 名（令和 3 年 6 月 15 日～令和 5 年の定時評議員会終結時まで） 

監 事 2 名（ 同  上  ） 

評 議員 10 名（令和 3 年 6 月 15 日～令和 7 年の定時評議員会終結時まで） 

   

２ 会議の開催状況 

 

 第 1 回理事会 令和 3 年 5 月 5 日 

1） 評議員選任・解任委員会の委員選出について 

（書面決議による） 

  

 第 2 回理事会 令和 3 年 5 月 25 日 

1) 令和 2 年度事業報告の承認について 

2) 令和 2 年度福祉事業収支決算について 

3) 令和 2 年度収支決算に伴う社会福祉充実残額について 

4) 第 5 回定時評議員会提出する理事及び監事の選任に関する議案について 

5） 評議員選任・解任委員会に提出する評議員の選任に関する議案について 

6） 第 5 回定時評議員会の招集に関する日程について 

 

 第 3 回理事会について 令和 3 年 6 月 15 日  

1) 理事長の選任について 

2) 業務執行理事の選任について 

 

 第 5 回定時評議員会 令和 3 年 6 月 15 日 

1) 令和 3 年度収支決算の承認について 

2) 令和 3 年度・4 年度の理事の選任について 

3) 令和 3 年度・4 年度の監事の選任について 

4) 定款変更について 

       

 事業所見学会 令和 3 年 7 月 20 日 

   理事・監事及び評議員の社会福祉法人共伸会の事業所見学会を行いました。 

1 就労継続支援 B 型事業所共伸園 

2 共同生活援助事業所ピア・タウン 

3 生活介護事業所森のさと 

  



 

 

 第 4 回理事会 令和 3 年 11 月 24 日  

1） 令和 3 年度第 1 次補正予算の承認について 

 第 5 回理事会 令和 4 年 3 月 22 日 

1） 令和 3 年度補正予算（第３次）の承認について 

2） 令和 4 年度事業計画の承認について 

3） 令和 4 年度収支予算の承認について 

4） 定款変更について 

5） 定款細則変更について 

6） 給与規程の一部改定について 

7） 経理規程の一部改定の承認について 

8） 就業規則の改定について 

9） ピア・タウン運営規程の一部改定について 

10） 森のさと運営規程の一部改定について 

11） 森のさと建屋賃貸契約書の再締結について 

 

３ 監査・出納調査     

出納調査 

令和 3 年 5 月 11 日 令和 2 年度収支決算の監査 

 令和 2 年度第 4 四半期出納について 

令和 3 年 9 月 14 日 令和 3 年度第 1 四半期出納について 

令和 3 年 12 月 13 日 令和 3 年度第 2 四半期出納について 

令和 4 年 2 月 14 日 令和 3 年度第 3 四半期出納について 

 

 

監 査  

 

令和 3 年 5 月 11 日    令和 2 年度事業報告・収支決算 

  



 

 

 4 法人監査及び事業所監査 

〇令和 4 年 1 月 11 日（火） 10 時～16 時  

令和 3 年度法人指導監査 

場所 共伸園 

対象 本部 

文書指摘事項 1 件  

口頭指摘事項 本部運営 7 件  会計 6 件 

注記） 令和 3 年 1 月 17 日の監査予定が大雪の影響で延期となり、 翌年

の令和 4 年の実施となりました。 

 

   〇令和 4 年 1 月 25 日（火） 13 時 30 分～16 時 

令和 3 年度実地指導監査 

場所 共伸園 

対象 共同生活援助事業所ピア・タウン 

文書指摘事項 2 件  

口頭指摘事項 4 件 

 

〇令和 4 年 1 月 26 日（水） 13 時 30 分～16 時 

令和 3 年度実地指導監査 

場所 共伸園 

対象 就労継続支援（Ｂ型）事業所共伸園 

          共伸会障害者相談支援事業所 

文書指摘事項 1 件  

口頭指摘事項 6 件 

 

〇令和 4 年 2 月 3 日（木） 13 時 30 分～16 時 

令和 3 年度実地指導監査 

場所 森のさと 

対象 生活介護事業所森のさと 

文書指摘事項 0 件  

口頭指摘事項 5 件 

注記） 令和 4 年 1 月 27 日（木）予定がコロナ感染増の影響にて延期となり、 

2 月 3 日実施となりました。 

 



参考資料 

 

令和 4 年 4 月 1 日現在 

利用者登録数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4 年 5 月 1 日現在 

職員 

 

 

事業所名 利用登録者数（名） 

就労継続支援 B 型事業所 共伸園 40 

共同生活援助事業所 ピア・タウン 19 

共伸会障害者相談支援事業所 48 

生活介護事業所 森のさと 44 

合  計 151 

事業所名 施設長 職員 臨時員 非常勤 合 計 

本 部  2  1 3 

就労継続支援事業所 共伸園 1 5 1 1 8 

共同生活援助事業所 ピア・タウン 1 3 1  5 

障害者相談支援事業 （1） 1   1 

生活介護事業所 森のさと 1 9  4 14 

合  計 3 20 2 6 31 



参考資料

一の台協力者 嘱託医（金ケ崎診療所）

社会福祉法人共伸会　組織体制図

監事（2名）

評議員・選任解任
委員会（3名）

業務執行理事

第三者委員会（2名）

令和4年4月1日現在

評議員会（10名） 理事長 理事会（7名）

生活介護事業所
森のさと
定員20名

業務執行理事
園　長

サービス管理責任者
管理者

サービス管理責任者
管理者

（森のさと所長兼務）
所　長

本部
就労継続支援B型
事業所共伸園
定員30名

共同生活援助事業所
ピア・タウン
定員19名

共伸会障害者
相談支援事業所



№ 役　職 氏　　名 ふ　り　が　な

1 理事長 橘 山 敏 夫 き つ や ま と し お

2 理　事 青 木 俊 悦 あ お き し ゅ ん え つ

3 理　事 立 花 邦 夫 た ち ば な く に お

4 理　事 高 橋 宏 哉 た か は し こ う や

5 理　事 佐 々 木 章 さ さ き あ き ら

6 理　事 小 笠 原 智 子 お が さ わ ら と も こ

7 理　事 千 田 美 裕 ち だ よ し ひ ろ

8 監　事 佐 藤 敏 栄 さ と う と し え い

9 監　事 及 川 満 幸 お い か わ み つ ゆ き

№ 役　職 氏　　名 ふ　り　が　な

1 評議員 佐 藤 衣 子 さ と う き ぬ こ

2 評議員 千 枝 節 子 ち え だ せ つ こ

3 評議員 及 川 正 志 お い か わ ま さ し

4 評議員 遠 藤 ト ワ 子 え ん ど う と わ こ

5 評議員 伊 藤 冷 子 い と う れ い こ

6 評議員 柏 井 慶 一 か し わ い け い い ち

7 評議員 山 口 秀 雄 や ま ぐ ち ひ で お

8 評議員 菊 地 正 義 き く ち ま さ よ し

9 評議員 千 葉 恵 子 ち ば け い こ

10 評議員 阿 部 典 子 あ べ の り こ

№ 役　職 氏　名 ふ　り　が　な

1 第三者委員 小 野 寺 辰 子 お の で ら し ん こ

2 第三者委員 山 形 洋 子 や ま が た よ う こ

№ 役　職 氏　名 ふ　り　が　な

1 後 藤 紳 一 ご と う し ん い ち

2 佐 藤 敏 栄 さ と う と し え い

3 吉 田 朗 よ し だ あ き ら

第19期　理事会名簿一覧

第9期　評議員名簿

評議員選任
・解任委員

評議員選任・解任委員

第三者委員

任期　　令和3年6月15 日～令和5年の定時評議員会終結時まで

　任期　　令和2年6月1日～令和4年5月31日まで

　任期　　令和3年5月5日～令和7年3月31日まで

　任期　　令和3年6月１5日～令和7年6月開催の定時評議員会終結時まで

令和4年4月1日現在



 １  設置の根拠
        障害者総合支援法に基づく就労継続支援事業（B型）施設である。

 ２  事業の目的
　　　　利用者が自立した日常生活が営むことができるよう、利用者に対して就労の機会を提供す
　　　　るとともに、生産活動その他の活動の機会の提供を通じて、知識及び能力の向上のため
　　　　に必要な訓練その他の便宜を適切かつ効果的に行う。

 ３  施設の内容
        設置経営      社会福祉法人　共伸会

　　　　開        設             昭和59年4月1日 身体障害者通所授産施設

　　　　自立支援法移行   　平成19年4月1日　　就労継続支援（B型）事業所

        利用定員  　　　　   定員30名　　　現員38名

        利用対象者   仕事に意欲を持ちながら雇用の機会に恵まれない障害者で障害福祉サービ
                       　　　　ス受給者証のある人

  　　　       １ 自立意欲があり集団生活のできる人
　　　         ２ 伝染性疾患のない人

 ４  授産科目 
　　　　１  部品組立科 ４　施設外就労科
　　　　２  印刷科(看板） (栗駒ｺﾞﾙﾌ、共栄運輸倉庫、紅果園、おざ正りんご園、
　　　　３　農芸科(水耕栽培) 江刺ｽﾀｰﾌｧｰﾑ)

 ５  施設の規模
        敷地面積 1,990㎡ 建物面積     589,47㎡

        建物構造 鉄筋コンクリート造り亜鉛メッキ鋼板葺平屋

        設      備
作業室   3    倉庫      1 送迎バス  1
印刷室   1    炊事室   1 製品搬送兼送迎バン  3
更衣室   2    トイレ     3 公用車 　　1
医務室兼休養室  1    洗面所   1 車椅子     5
食堂兼集会室     1    ホール   1 ストレッチャー  1
相談室   1
建物及び設備は、利用者の日常生活に支障がないよう配慮している。

　　　授産設備
・　　印刷関係

インクジェットプリンター　関連機器 一式
カッティング関連機器 一式
ラミネート機 1台
レーザープリンター 1台

・　　水耕栽培関係
ビニールハウス 300㎡ １棟
水耕栽培関連設備 一式

令和4年3月31日現在
共　伸　園　関　係

施設の概要



 ６  職員構成
園長 サービス管理責任者 主任指導員 指導員兼生活支援員 嘱託医 計

男 1 1（兼） 1 4（1） 1(1) 8（1）
女 2（1） 2（1）
計 1 1（兼） 1 6（2） 1(1) 10（2）

( )  は、嘱託医、臨時職員の再掲

  １  利用者の状況 令和3年度入所者　　4名

金ヶ崎町 水沢 江刺 前沢 胆沢 北上市 合計
男 11 3 1 2 2 0 19
女 11 4 2 1 1 0 19
計 22 7 3 3 3 0 38

   ～２０ ２１～３０ ３１～４０ ４１～５０ ５１～６０ ６１以上 計
男 3 2 1 2 5 6 19
女 0 4 6 3 4 2 19
計 3 6 7 5 9 8 38

　３  平均年齢

男子平均年齢          49.9才 
女子平均年齢          40.5才

　４　障害別
身体 知的 精神 発達 計

男 7 7 5 19
女 7 9 3 19
計 14 16 8 38

　1）  身体障害者
１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 計

男 2 2 1 1 1 7
女 3 4 7
計 5 6 0 1 1 1 14

療育Ａ 療育Ｂ 計
男 1 6 7
女 1 8 9
計 2 14 16

　3）　精神障害者
１級 ２級 計

男 3 2 5
女 3 0 3
計 6 2 8

　６　退所者   5名 内一般就労者　2名

　2）  知的障害者

　２  年代別

　１  市町村別

業務運営

           　　　 総平均年齢             45.8才

　５  障害等級別



２  健康管理
疾病の予防と早期発見を目的として、毎週水曜日に血圧、体重測定を実施したほか
健康診断を実施しました。

・ 健康診断  　7月1日、7月29日　　　2班に別けて受診
      よぼう医学協会
      身長、体重、視力、血圧、尿、胸部Ｘ線、貧血、血液検査、心電図
      聴力、問診

・ 体重、血圧測定　毎週水曜日　　男女2班に分けて実施

３  非常災害等の事故防止
　非常災害を想定し利用者の人命の安全を目的として、次の事業を実施しました。

・ 総合消防訓練       令和3年11月22日
 一の台自治会合同59名で実施しました。

・ 通常避難訓練　　　令和4年2月28日
利用者、職員45名で実施しました。

・ 消防設備点検
令和3年6月及び令和3年12月の2回専門業者に依頼して行いました。

・ 交通安全
車で通所する利用者は1人で安全運転については特に注意喚起を促しました。
又送迎における安全運転の徹底、乗降時の転倒防止等に努めました。

４  給食
給食は、希望者が利用しています。1食400円を250円で提供しています。
食中毒の未然防止のため、委託業者と連絡調整しています。

５  施設と地域の交流
施設が地域の社会資源として又利用者が地域社会を社会生活の訓練の場と捉え
交流を重ねました。感謝の集いはコロナウイルス感染拡大防止のため中止としました。

・ 金ケ崎町クリーン作戦 一の台地区　旧4号線沿い清掃活動
・ 地域貢献 一の台地区　ゴミ拾い等清掃活動

６  園外活動
コロナウイルス感染拡大防止の観点から一泊研修旅行、行事等は中止としました。

７  環境衛生
手洗いの徹底と石鹸及び消毒液を設置し、集団感染の未然防止に努めました。
園内外の一斉清掃を３回実施するとともに、周辺の草刈りを行いました。

８  資質の向上
　　　　　・三障がい者の支援について各種機関の学習、研修等に取組んだ。又､職員利用者

他の施設職員との情報交換等を通じ職員間の交流、研鑽を県、広域圏、町内単位で
実施し業務の運営に反映しました。

９  相談と対話
日常的な会話の中からクレーム、相談を聞き取ることにより対応しました。
また、7月19日、12月13日に苦情解決第三者委員を招いての相談会を実施いたしました。
毎月の朝礼の時間帯に意見交換の場を設けて要望、意見等を聞き行事の実施及び
業務の運営に反映しました。

１０ 会議  
職員会議月１回、授産会議、処遇会議を毎週火曜日開催を原則としていますが
緊急、突発的な出来事があった場合は、その都度開催しました。
支援計画の見直し、利用者との モニタリングに時間をかけ内容の充実を図りました。

令和3年 4月19日
令和3年 5月 6日



　令和3年度総売上がコロナウイルスや地震等で影響はあったものの、りんご園での施設

外就労や、金ケ崎町より、敬老会の記念品、お土産品の企画・物販により前年比128.1%

\20,628,882となりました。月平均工賃も前年比プラス\1,207の\27,420となりました。

・部品組立科は自動車関連のラベル作業、アンテナ部品組立等、コロナウイルス、
地震等の影響を受け作業量の波はあったものの増収となりました。

・印刷科は学校関係等の印刷物の受注が増えました。また、金ケ崎町より敬老会の記念
品を請負い大幅な増収となりました。

・農芸科は計画的な作業を怠り、大幅な減収となりました。
今年度は需要に合わせ計画性をもちながら、安定供給をしていきます。

・施設外就労では、共栄運輸倉庫作業への人員削減要請により減収となりましたが、
栗駒ゴルフ場での作業は人員を確保しての安定した収入が得られました。また昨年度より
農福連携に取り組んでいる、りんご園での施設外就労が軌道にのり増収となりました。

・その他作業として、コロナ過で作業量が減少している時に、北上市の菊地工業様より、
公園整備作業を請負いました。また、金ケ崎町よりディスティネーションキャンペーンの
一環でお土産品の企画・物販を請負いました。

　　　　　・部品組立科 　　槌屋デカル株式会社 トヨタ自動車東日本関連企業　　シール関係
　　東北白金製作所 自動車用FMアンテナ端子
　　株式会社サンギフト ギフト詰め、箱折り等

　　　　　・施設外就労 　　東武緑地 ゴルフコース清掃管理作業　４月～１０月
　　共栄運輸㈱倉庫 自動車部品梱包作業
　　紅果園 りんご園での摘花、摘果、収穫等
　　おざ正りんご園 りんご園での摘花、摘果、収穫等
　　江刺ｽﾀｰﾌｧｰﾑ りんご園での摘花、摘果、収穫等

　　　　　・印刷科 　　印刷・看板・シール・自動車名入れ等
　　奥州市、県南振興局、金ケ崎町からの印刷物、ステッカー等の受注

　　　　　・農芸科 　　水耕栽培野菜　　　葉物野菜５種類
　　イオン金ケ崎店、イオン桜屋敷店、金ケ崎保育園、たんぽぽ保育園
　　金ケ崎町学校給食、サバービア、高砂食堂等

２  科目別収入

授産科目 令和2年度 令和3年度 対前年比(％)
受託(槌屋) 5,644,550 6,076,148 107.6
受託(白金) 1,287,600 1,679,800 130.5
受託(ギフト) 708,800 382,000 53.9
印刷科 3,700,842 5,762,994 155.7
農芸科 2,172,092 1,568,203 72.2
施設外(栗駒) 1,345,960 1,405,599 104.4
施設外(倉庫) 696,750 433,500 62.2
施設外(ﾘﾝｺﾞ) 547,500 1,093,700 199.8
その他 406,000 2,226,938 548.5

合　　　計 16,104,094 20,628,882 128.1

授産事業



３　作業時間

４月１日～１０月３１日
9：00～１０：００ １０：００～１０：１０ １０：１０～１１：００ １１：００～１１：０５ １１：０５～１２：００ １２：００～１：００ １：００～２：００

作     業 休    憩 作     業 休    憩 作    業 昼　　休 作      業
２：００～２：０５ ２：０５～３：００ ３：００～３：１０ ３：１０～４：００ ４：００～４：０５ ４：０５～５：００

休    憩 作     業 休    憩 作    業 休    憩 作      業

１１月１日～３月３１日
9：00～１０：００ １０：００～１０：１０ １０：１０～１１：００ １１：００～１１：０５ １１：０５～１２：００ １２：００～１：００ １：００～２：００

作     業 休    憩 作     業 休    憩 作    業 昼　　休 作      業
２：００～２：０５ ２：０５～３：００ ３：００～３：１０ ３：１０～４：３０

休    憩 作     業 休    憩 作    業

４  工賃支給者数
工賃支給人数　　  　　　451 人 一日平均利用者　　 　　31.1人

月平均支給者数 　　  　37.6人

５  工賃支給方法
授産収入から経費を控除した額を次により支給した。

・ 原則として個々の出来高による出来高払い制とする。
・ 流れ作業、共同作業等、個々の出来高数の把握の困難なものについては評価制とする。

・ 工賃支給総額
・ 工賃支給人数 451人

一人月平均工賃　 27,420円

R3.11.30 株式会社トヨタレンタリース岩手　様
消毒液スタンド

R3.12.31 株式会社サンギフト　様

金 10,000円

12,366,714円

寄　付



月 日 業　　　務　　　内　　　容 摘　　　　　　　　　　要

4 1 朝礼意見交換・辞令交付

19 金ケ崎町クリーン作戦 利用者36名、職員10名参加

24 観桜会 利用者28名、職員15名参加

27 職員会議

5 6 朝礼意見交換

6 一の台地域貢献、園内外大掃除 利用者35名、職員15名参加

7 園内ワックス掛け

12 前沢明峰支援学校事業所見学 生徒12名、職員4名

15 共伸園　屋根塗装工事 相沢塗装店　~6/7

19 金ケ崎町社会福祉協議会理事会 園長

20 人事考課研修 園長

27 職員会議

28 胆江広域圏生活ネットワーク会議 垰崎主任、及川相談支援専門員

6 1 朝礼意見交換

1 リスクマネジメント研修【基礎編】 高橋指導員

2 リスクマネジメント研修【基礎編】 高倉指導員

5 岩手県障がい者スポーツ大会 選手8名、応援40名

8 前沢明峰支援学校高等部2年生2名実習 ～11日

11 金ケ崎町社会福祉協議会理事会 園長

11 新型コロナワクチン接種開始 10/1　2回目接種終了

15 共伸会評議員会、理事会

16 虐待防止研修【基礎編】 大竹指導員、阿部支援員

28 プロフェッショナルマインド養成研修 高倉指導員

28 職員会議

7 1 朝礼意見交換

1 健康診断 予防医学協会

2 苦情を考えるセミナー 阿部支援員

19 苦情解決相談会 第三者委員2名

20 共伸会事業所見学会 理事、評議員

28 職員会議

30 リスクマネジメント研修【実践編】 北條指導員

8 2 朝礼意見交換

2 佐藤彩加さん新規利用開始

2 前沢明峰支援学校高等部2年生2名、3年生1名実習 ～6日

7 園内外大掃除、昼食会 四季の抄街のなか店

19 浅利寛さん新規利用開始

31 職員会議

令和3年4月1日～令和4年3月31日

令和3年度共伸園　経過報告書



月 日 業　　　務　　　内　　　容 摘　　　　　　　　　　要
9 1 朝礼意見交換

17 金ケ崎町社会福祉協議会理事会 園長
20 佐藤樹梨菜さん新規利用開始
29 職員会議

10 1 朝礼意見交換
1 佐々木哲也さん再利用開始
2 エアコン洗浄　6台 2日、9日、16日
4 前沢明峰支援学校高等部3年生2名実習 ～15日
4 花巻清風支援学校高等部2年生1名実習 ～15日
5 赤い羽根共同街頭募金活動 園長
7 メンタルヘルス研修【管理者編】 垰崎主任

11 整備管理者講習会 高橋指導員
13 芋の子会 夢の湯
25 職員インフルエンザワクチン接種 ～29日　金ケ崎診療所
28 金ケ崎町社会福祉大会 園長
28 職員会議
29 OJT研修 垰崎主任
29 ハイエース納車 リース

11 1 朝礼意見交換
8 大船渡・高田方面バスハイク 利用者36名、職員15名参加

11 ～12日キャリアパス対応初任者研修 大竹指導員
18 金ケ崎町社会福祉協議会理事会 園長
19 サービス管理責任者実践研修 北條指導員、及川相談支援専門員
20 共栄運輸駒形神社分社例大祭 園長
22 総合防災訓練 一の台自治会、ボランティア
24 共伸会理事会

12 1 朝礼意見交換・辞令交付
13 苦情解決相談会 第三者委員2名
16 金ケ崎町社会福祉協議会理事会 園長
17 相談支援現任者研修 及川相談支援専門員
24 職員会議
27 佐藤彩加さんメフレ㈱トライアル雇用開始 ～3/26迄
28 年末大掃除・忘年会

月 日 業　　　務　　　内　　　容 摘　　　　　　　　　　要
1 6 朝礼意見交換・新年会

12 県指導監査
前沢明峰支援学校高等部3年生2名実習 ～14日迄

26 県南振興局実地指導監査

28 職員会議

2 1 朝礼意見交換
19 職員コロナワクチン接種
28 避難訓練 利用者33名、職員12名

職員会議

3 1 朝礼意見交換
4 イオン金ケ崎店ちらし寿司振舞い

14 金ケ崎町身体障害者協会慰問 会長他3名来園
16 金ケ崎町社会福祉協議会理事会 園長
22 共伸会理事会
25 職員会議
28 年度末反省会



共同生活援助事業所（介護サービス包括型）ピア・タウン事業報告 

 

１．設置の根拠 

障害者総合支援法に基づく共同生活援助事業所である。 

２．事業の目的 

本事業は、地域において共同生活を営む障害者の自立した生活を支援し、社会経済活動への

参加を推進し、福祉の増進を図ることを目的とし、共同生活介護事業及び共同生活援助事業

を実施する。社会への適応能力を身につけ、安心して暮らしていただくための生活の場の提

供を行う。 

共同生活援助事業所ピア・タウンは、生活介護や就労継続支援事業所等、日中活動を利用

している身体障害者・知的障害者・精神障害者であって、地域において自立した日常生活を

営む上で食事や入浴等の介護や日常生活上の支援が必要な方に対して、共同生活を通して必

要な支援を行う。 

 

３．設置場所 

   岩手県胆沢郡金ケ崎町西根町裏９番地８ 

 

４．施設の内容 

 ピア・タウン栄町 

   設置経営  社会福祉法人 共伸会 

開設    平成 22 年 10 月 15 日 

利用定員  ６名  現員６名 

 ピア・タウン一の台 

   設置経営  社会福祉法人 共伸会 

開設    平成 24 年 9 月 5日 

利用定員  ６名  現員６名 

 ピア・タウンあらまき 

   設置経営  社会福祉法人 共伸会 

開設    平成 28 年 10 月 27 日 

利用定員  ７名  現員７名 

 

５．施設の規模 

 

 ピア・タウン栄町 

   敷地面積  340.68 ㎡ 

建物面積  156.92 ㎡ 

建物構造  木造構造亜鉛メッキ銅版葺平屋建 

設  備  個室６（鍵、ベット机、エアコン、インターネット完備）１室 8.69 ㎡ 



         管理人室 1 室 

ダイニングキッチン （IH）  34.78 ㎡ 

洗面室 １ 

         トイレ ２ 

         公用車 １ 

     ※建物及び設備はバリアフリーである 

ピア・タウン一の台 

   敷地面積  992.83 ㎡ 

建物面積  136.22 ㎡ 

建物構造  木造構造亜鉛メッキ銅版葺平屋建 

設  備  個室６（鍵、ベット机、エアコン、インターネット完備）１室 8.69 ㎡ 

         管理人室 1 室 

ダイニングキッチン （IH）  34.78 ㎡ 

洗面室 １ 

         トイレ ２ 

          

     ※建物及び設備はバリアフリーである 

ピア・タウンあらまき 

   敷地面積  1147.00 ㎡ 

建物面積  157.25 ㎡ 

建物構造  木造２階建て 

設  備  個室７（鍵、ベット机、エアコン、インターネット完備） 

         管理人室 1 室 

ダイニングキッチン （IH）   

洗面室 １ 

         トイレ ２ 

          

６．利用料金 

   家賃      12,000～20,000 円  （特定障害者特定給付費 10,000 円） 

   光熱水費    10,000 円 

   食費（1食）     330 円             

 

７．支援体制 

   管理者         １名（兼務） 

   サービス管理責任者   １名（兼務） 

   生活支援員       ３名 

   世話人         ６名 

 

 



８．支援施設（バックアップ施設） 

   名  称  社会福祉法人 共伸会 

         就労継続支援（B型）共伸園 

   所 在 地  岩手県胆沢郡金ケ崎町西根一の台 45 番地 10 

 

９．世話人一日の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10．サービス提供内容 

【個別支援計画の作成に関する業務】 

定期的に利用者との面接を行い、個別支援計画の見直しを行った。世話人と毎月第１火曜日

連絡調整会議を行い、利用者の生活状況の把握、世話人に対する助言を行った。 

 【食事】 

  日常の食事提供として業務委託の方法を取り週５日塩分・カロリー計算された食事提供を行

い、月１～４回おたのしみ給食として、利用者からリクエストを取り変化のある食事を提供

した。 

 【夜間支援】 

  各ホーム夜間において、世話人が宿直し、必要に応じて緊急対応を行った。 

 【入浴・排泄】 

  利用者一人ひとりの心身の状況に応じて、入浴介助、シャワー浴介助、声掛け、見守り、排

泄介助等を行った。身体が不自由な方に対してシャワーキャリーにてシャワー浴支援を行っ

た。 

 【健康管理】 

  日常的に体温、血圧のバイタルチェックを行った。新型コロナウイルス感染拡大防止のため、

世話人の業務前、利用者帰宅時、朝に体温測定、定期的な換気、手すりドアノブ等の消毒を

定期的に行った。定期病院受診、体調不良時の病院受診を行い、ご家族、関係機関と連携を

図った。感染防止を行ってはいたが、令和４年３月にコロナ陽性者が発生した。初期症状（の

どの痛み有、発熱無）の段階でコロナの疑いをかけ、自室隔離を行っていた。他の同居者も

担 当 者 時 間 内   容 

世話人 16：00 夕食朝食の買い出し・世話人出勤 

17：00 夕食作り 

18：30 夕食・服薬確認 

19：30 入浴の見守り・就寝前服薬確認 

23：00 戸締り点検 

23：30 就寝 

6：00 起床・清掃・朝食作り 

7：00 朝食・服薬確認 

8：00 身だしなみチェック・日中活動先へ送り出し 

9：00 戸締り点検 

9：00 バックアップ施設に業務終了報告 



密を防ぎ自宅待機をお願いし、世話人にも徹底して消毒作業を行っていただいた。陽性が確

定した段階で保健所の指示を仰ぎ、PCR 検査に同行した職員１名、隔離期間に勤務した世話

人３名、同居利用者４名が濃厚接触者となり７日間（３月２９日まで）自宅待機となった。

罹患者１名は３月３０日まで入院となり、無事回復され通常の生活に戻られた。 

 【社会貢献活動】 

  コロナウイルスの感染拡大も懸念され、通常通りの行事が行えなかった。その中でも皆さん

の精神状態を考慮しできる範囲で余暇活動、バスハイクを行った。地域貢献活動として、コ

ロナウイルス感染拡大予防をしながら、５月に各ホーム自治会周辺のゴミ拾い清掃活動を行

った。 

 

11．支援実績表 

【ホーム月別支援表】 

 月 月別支援計画 内    容 

4 月 交通安全 交通ルールの理解 

5 月 嘔吐物処理 吐物処理方法・備品確認 

6 月 労働安全衛生 安全に働くために 

7 月 食品衛生 食品衛生 

8 月 金銭管理 計画性のある使い方について 

9 月 日常生活行動 身だしなみ・礼儀等 

10 月 調理について 準備片付け等 

11 月 余暇について 外出時の注意事項 

12 月 他人との関わり 協力して暮らす新しい暮らしについて 

1 月 防寒について 冬の生活について 

2 月 仕事との関わり 働くことの意味・報酬等 

3 月 来年度の計画 一年間の計画の見直し 

 

【防災訓練実績表】 

 重点目標 避難移動 防火作業 備考 

11 月 22 日 避難方法の確認 避難場所に避難する 窓の閉鎖 同居者の避難確認 

12 月 15、17 日 避難方法の確認 窓を開け避難する 火気点検 素足の危険について 

 

 

 

 



月 日 業　　務　　内　　容 適　　　用

4 1 辞令交付式　　生活支援員１名採用

1 栄町利用者１名、あらまき利用者１名　利用契約　定員　１８/１９人

6 第１回連絡調整会議 世話人６名、職員４名

24 共伸園合同観桜会 参加者１３名、職員４名参加

5 1 一の台利用者１名　利用契約 定員　１９/１９人

11 第2回連絡調整会議

15 一の台屋根塗装開始

28 あらまきエコキュート故障

28 一の台利用者１名　退院

30 地域貢献活動 栄町、一の台、あらまき各自治会

6 1 あらまきガス給湯器新設

1 第3回連絡調整会議

5 障害者スポーツ大会参加１名　 利用者１２名、職員３名

16 虐待防止研修 阿部生活支援員　受講

7 2 苦情を考えるセミナー 阿部生活支援員　受講

5 新型コロナウイルスワクチン予防接種職員開始 ７月中に全職員、世話人接種完了

6 第4回連絡調整会議 世話人5名、職員４名

20 理事・評議員法人施設見学

21 あらまき雨どい修繕工事

8 3 第5回連絡調整会議 世話人5名、職員３名

19 一の台利用者骨折のため入院（自宅転倒）

25 駿河生活支援員産前休休業

31 及川生活支援員退職

31 栄町給湯器新設

9 7 第6回連絡調整会議 世話人5名、職員2名

10 1 生活支援員２名採用、世話人１名業務委託契約

2 余暇活動　　展勝地ドライブ・ランチ 参加者１１名、職員４名参加

5 第6回連絡調整会議 世話人6名、職員4名

9 余暇活動　　水沢ドライブ・ランチ 参加者１０名、職員４名参加

31 高橋藤明世話人業務委託契約解除

令和3年4月1日～令和4年3月31日

令和3年度　　共同生活援助事業所　ピアタウン　経過報告書



月 日 業　　務　　内　　容 適　　　用

11 2 第８回合同連絡調整会議

13 バスハイク　【紅葉編】 利用者１２名、職員８名参加

22 消防訓練【共伸園合同】 利用者９名、職員４名参加

12 7 第９回合同連絡調整会議

13 グループホーム研修会【盛岡市】 千葉管理者、阿部支援員出席

15 栄町消防訓練 利用者５名、職員３名、世話人１名参加

17 一の台消防訓練 利用者５名、職員３名、世話人1名参加

17 あらまき消防訓練 利用者7名、職員３名、世話人1名参加

18 各ホームクリスマス会

24 食事業務委託先検食【タイヘイ株式会社】 職員１３名にて検食会

1 4 第１０回合同連絡調整会議

21 一の台利用者1名入院

25 指導監査

2 1 第１１回合同連絡調整会議

18 食事業務委託先検食【タイヘイ株式会社】 職員１４名にて検食会

19 職員コロナワクチン接種３回目接種 職員３名対応

3 1 第１2回合同連絡調整会議

22 コロナ陽性者１名（利用者１名）
職員１名、世話人３名、同居利用者１名
濃厚接触のため、自宅待機

25 令和３年度　年度末反省会中止 コロナ陽性者発生のため

30 栄町利用者１名体験入居 令和４年度　４月１日より正式利用開始



共伸会障害者相談支援事業所 

 

１．設置根拠 

  障害者総合支援法に基づく、相談支援事業所である。 

 

２．事業の目的 

  障がいのある方や、その家族の生活や支援に関する相談に応じるとともに、

関係機関との連携の下、障がいのある方の身近な地域において、安心して

生活できる地域の支援体制をつくることを目的とします。 

 

３．所在地 

  岩手県胆沢郡金ケ崎町西根一の台４５－１０ 

  共伸園内 

 

４．支援体制 

  管理者        １名 

  相談支援専門員    １名 

 

５．営業区域 

  金ケ崎町、奥州市、北上市 

 

６．利用者の状況 

  登録者数   ４８人（令和４年４月 1 日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．業務の内容 

  具体的には、日常生活上の支援を必要とする障がいのある方やその家族に

対し、窓口による相談や家庭訪問による相談等を行います。アセスメント

の結果から計画案を作成し、利用者の同意を得て申請し、支給決定後に各

事業所との連絡調整、担当者会議を行い、利用開始となります。その後、

１ヶ月３ヶ月ないし６ヶ月毎のモニタリングを行います。 

 

市町村別 金ケ崎町 奥州市 合計 

登録者 ２９人 １９人 ４８人 

区分別 なし 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 合計 

登録者 18 人 5 人 8 人 9 人 5 人 3 人 ４８人 



令和 3 年度 生活介護事業所森のさと 事業報告 

 

１ 事業の目的 
  生活介護事業所森のさとは、障害者総合支援法に基づく生活介護事業所として在宅の障害者の

通所利用による援助を行い、障害者の福祉の向上を目指すことを目的とし、心身の状況などに応

じて適切な支援を行うものである。またサービスの提供にあたっては、利用者の人権及び意思を

尊重し、常に利用者の立場に立つことを基本姿勢とし、適切かつ円滑なサービス提供を確保する

ことを目的とする。 

 

２ 運営方針 

利用者の自立の促進、生活の質の向上等を図ることができるよう、利用者又はその介護を行う者の

身体その他の状況及びその置かれている環境に応じて送迎、入浴、食事の提供、創作的活動、機能訓

練、介護方法の指導、社会適応訓練、更生相談、レクリエーション、送迎等を提供するものとする。

また提供するサービスの質の評価を行い、常にその改善に努めると共に、関係市町村、地域の保険・

医療・福祉サービス機関と密接な連携を図り、総合的なサービスの提供に努めるものとする。 

  さらに安心安全なサービスの提供のために人材の確保と定着そして育成に努め、職員が将来の目標

を持てる職場環境作りに努めるものとする。 

 

３ 開  所  平成１５年１０月１日 身体障害者デイサービス 

        平成１８年１０月１日 地域活動支援センター 

        平成１９年 ４月１日 生活介護事業所 

 

４ 事業実施地域及び定員数 金ケ崎町・奥州市・北上市 ２０名／１日 

 

５ 施設の職員体制 

職   種 資   格 常 勤 非常勤 業務内容 

管理者 社会福祉士 1 名(女)  施設運営管理 

サービス管理責任者 介護福祉士 1 名(女)  相談支援計画 

看護師 看護師・准看護師 2 名(女) 

1 名(男) 

 看護業務 

生活支援員 介護福祉士他 1 名(女) 

4 名(男) 

2 名(女) 介護援助 

理学療法士 理学療法士  1 名(女) 機能訓練 

 

６ 営業時間 

 月曜日から金曜日（祭日を含む） 午前８時から午後５時 

 但し１２月２９日から１月４日まで休業 

 

７ サービス提供の内容 

（１） 送 迎 

送迎車両は、車椅子２台２４人乗１台・車椅子２台８人乗１台・車椅子４台９人乗り３

台・車椅子１台４人乗１台の合計６台で送迎を行いました。 

今年の冬も積雪が多く送迎は非常に過酷でした。スピードの出し過ぎや急ブレーキ・急

ハンドルに気を付けるとともに、砂や融雪剤を送迎車に常備しました。大きな事故はあり

ませんでした。 

 



 

（２） 食 事 

おかず・汁を水沢給食センターへ依頼し、ご飯は炊きたてを提供いたしました。 

 また、利用者に食事アンケートを行い、利用者の嗜好を取り入れたお楽しみ昼食やお茶

会を行いました。 

 

（３） 入 浴 

ご利用者の身体の状況と希望等を伺った上、できる限り自立して清潔保持が可能となる

事をめざし、入浴が困難な場合には清拭・足浴を行うなど適切な方法で実施しました。当

事業所は温泉です。ご利用者の身体状況に合わせ一般浴・機械による特殊入浴を提供しま

した。 

 

（４） 日常生活訓練・社会適応訓練 

ご利用者の身体の状況と希望等を伺った上、自立した生活を送るために必要な機能の回

復又はその減退を防止するため、日常生活動作、歩行訓練等リハビリ用機器等を利用しな

がら理学療法士の指示のもと実施しました。 

 

（５） 屋外機能訓練 

天気の良い日に施設周辺の散歩や花壇・プランターの花植えを行いました。お花見・紅

葉狩りはドライブとして外出する機会を提供しましたが、新型コロナウイルス感染予防の

ため外食や買い物は自粛いたしました。 

 

（６） 創作的活動 

季節に応じて、壁掛け・はり絵・習字等作成支援を行いました。 

 マスク作り、エコバッグ作りにも挑戦いたしました。 

 

（７） 介護の提供 

適切な技術をもって、利用者の心身の状況に応じて自立支援、日常生活の充実のための

介護等（食事・整容・更衣・排泄）を提供しました。夕方のミーティングや職員会議の場

でより良い支援となるよう情報交換を行いました。 

 

（８） 相談及び援助 

ご利用者及びその家族からの医療・福祉・生活等に関するご相談に誠意を持って応じ、

可能な限り必要な援助を行うよう努めました。 

 

（９） 健康管理 

日常生活上必要なバイタルチェックや投薬その他の必要な処置、管理、記録を行いまし

た。更に新型コロナウイルス感染予防のため、よりきめ細かな健康状態の把握に努めまし

た。 

 

 (１０)リスクマネジメント 

      「ヒヤリ・ハット」「事故報告書」を記入し職員会議で検討することにより、職員それ

ぞれがリスクを予想し大きな事故が起こらないようにしようという意識を高める努力を

しました。 



月 日 業　務　内　容 摘　　要
4 1 辞令交付

12 お花見ドライブ　(桜つつみ公園) 18名
15 お花見ドライブ　(桜つつみ公園) 15名

お花見弁当(夢の湯) 17名
職員会議

23 お花見弁当(夢の湯) 18名
27 花壇作り 15名

5 19 職員会議
24 理事会
28 胆江広域ネットワーク会議 高橋恵

6 15 評議員会・理事会
18～30 職員健康診断 13名

27 重症心身障がい者支援者育成研修会(第１回) 小原知晃
7 2 臨時休業

8 重症心身障がい者支援者育成研修会(第2回) 小原知晃
11～16 新型コロナウイルスワクチン接種１回目 職員

21 職員会議
22.23 夏祭り 17名・18名

27 重症心身障がい者支援者育成研修会(第3回) 小原知晃
30 リスクマネジメント研修 高橋幹雄

8 1～6 新型コロナウイルスワクチン接種2回目 職員
3 重症心身障がい者支援者育成研修会(第4回) 小原知晃

3～5 源泉ポンプ交換のため温泉停止
25 職員会議

9 27 職員会議
10 20.21 芋の会・紅葉ドライブ 20名・15名

27 職員会議
28 サービス管理責任者基礎研修 工藤祐司、高橋洋子
29 ＯＪＴ研修 高橋恵

11 1～9 職員インフルエンザ予防接種 13名
17 職員会議
18 サービス管理責任者実践研修 熊谷斉
24 理事会

12 8~9 小型車両系特別教育（ローダー） 工藤祐司
13 出納調査

忘年会 19名
職員会議

16 忘年会 19名
28 仕事納め

1 4 仕事始め
4～6 書初め
12 避難訓練 18名

コロナウイルス感染疑いの対応のため休業
（陰性を確認し翌日再開）
職員抗原検査実施（全員陰性）

2 3 実地指導
10 職員抗原検査実施（全員陰性）
17 職員抗原検査実施（全員陰性）
19 職員3回目コロナウイルスワクチン接種
23 職員抗原検査実施（全員陰性）

3 2 職員抗原検査実施（全員陰性）
4 イオン金ケ崎来所　ひな祭り（ちらし寿司） 15名
9 職員抗原検査実施（全員陰性）
16 職員抗原検査実施（全員陰性）

理事会
職員会議

23 職員抗原検査実施（全員陰性）
30 職員抗原検査実施（全員陰性）

22

令和３年度 森のさと経過報告書
令和3年4月1日～令和4年3月31日
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26



森のさと利用状況 
令和４年４月１日現在 

◆年齢別利用状況 

○平均年齢 49 歳 1 ヶ月 （男 50 歳 1 ヶ月 ・ 女 47 歳 8 ヶ月） 

  

◆障害種類別利用状況 

身障手帳１級 身障手帳２級 療育手帳Ａ 療育手帳Ｂ 
精神保健手帳

１級 

精神保健手帳

２級 

２２ ７ ８ ９ ９ １ 

 〇喀痰吸引 ５名  ○経管栄養 ４名  〇気管切開 ２名  ○車椅子使用 ２０名 

 〇尿カテーテル ５名 

 

◆障害原因別利用状況 

精神障害 先天性 脳性麻痺 脳血管 難病 視覚障害 事故 疾病他 知的 

１０ ２ ６ ７ ３ １ １０ ３ １９ 

 

 

◆区分別利用状況 

区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 合計 

３ １１ ９ ９ １２ ４４ 

 

 

◆市町村別利用状況 

北上市 金ケ崎町 

奥州市 

合計 
水沢 前沢 胆沢 衣川 江刺 

８ １３ ８ ７ １ ３ ４ ４４ 

 

 

◆利用回数別利用状況 

週１日 週２日 週３日 週４日 週５日 その都度 

８ １１ １１ ２ ６ ６ 

 

 20 未満 20～29 30～39 40～49 50～59 60～64 65 以上 合 計 

男性 ０ ４ ３ ２ ７ ６ ３ ２５ 

女性 ０ ２ ４ ４ ５ ２ ２ １９ 

合計 ０ ６ ７ ６ １２ ８ ５ ４４ 


